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は
　
じ
　
め
　
に

　
平
成
　
年
第
２
回
定
例
議
会
の
開
会

２７

に
あ
た
り
、
私
の
所
信
を
述
べ
、
議
員

並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
国
内
経
済
は
、
企
業
部
門
に
お
い
て

好
調
な
輸
出
や
設
備
投
資
に
支
え
ら
れ

て
、
株
価
の
上
昇
が
進
み
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、

道
民
所
得
の
低
迷
に
よ
る
需
要
の
伸
び

悩
み
と
建
設
事
業
の
減
少
が
関
連
産
業

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
全
国

的
な
動
向
と
比
較
し
て
も
低
い
景
気
判

断
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
同
様
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き

た
増
毛
町
を
着
実
に
未
来
へ
引
き
継
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
誓
い

の
理
念
と
総
合
計
画
の
基
本
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
「
地
域
力
を
活
か
し
て
確
か

な
未
来
へ
」
を
基
本
と
し
て
、
私
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

「
だ
れ
も
が
住
み
た
い
住
み
続
け
た
い

ふ
る
さ
と
増
毛
」
の
実
現
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

町
職
員
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 町
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
 

　
　
　
年
２
月
７
日
の
増
毛
町
長
選
挙

　
　
　
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
町
民

の
皆
様
の
信
任
を
い
た
だ
き
、
第
　
代
１６

増
毛
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
と
地
場
産

業
振
興
対
策
を
柱
に
　
項
目
の
ま
ち
づ

１１

く
り
の
目
標
を
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
増
毛

町
の
宝
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
支
援
及
び
環
境
づ
く
り
と
合
わ
せ

て
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
特
に
　
歳
以
下
の
医
療
費
の
補
助
、

１５

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
独
自
軽
減
、

中
学
校
入
学
時
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
、

高
校
通
学
費
の
補
助
の
拡
大
は
年
度
当

初
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
安
心
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
漁
業
、
農
業
、
水
産
加
工
業
の
基
幹

産
業
の
振
興
を
図
り
、
道
内
外
に
本
町

の
特
産
品
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
歴
史

通
り
と
豊
か
な
食
を
活
か
し
た
観
光
客

の
誘
致
や
移
住
者
対
策
な
ど
、
交
流
人

口
の
拡
大
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
（
頑
張
れ
増

毛
応
援
寄
附
）
は
、
地
場
産
業
に
活
力

を
与
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
寄
附
総

額
が
増
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
増
毛
町
商
工
会
と
連
携
し
て
、

地
域
消
費
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修
の
ほ
か
、
公
営
住
宅
、
火
葬
場
、
橋

梁
等
の
町
有
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
は
町
職
員

が
握
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
積
極
的
な
施
策
を

提
案
し
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
町
職

員
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
（
地
方
創
生
法
）
の
制
定

を
受
け
、
増
毛
町
の
将
来
を
見
据
え
て

持
続
可
能
な
地
域
を
創
生
す
る
増
毛
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
増
毛
町
総
合
戦
略

を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
英
知
を
結
集
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今

　平成２７年第２回定例議会において、

堀　雅志町長から平成２７年度町政執行

方針が示されましたので全文を掲載い

たします。

※教育行政執行方針については、広

報８月号に掲載いたします。
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平
成
　
年
度
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町
政
執
行
方
針
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し
、
未
来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
の
平
成
　
年
度
予
算
編
成
は
、

２７

厳
し
い
地
域
経
済
が
続
く
な
か
で
、
町

税
に
は
多
く
を
期
待
で
き
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
国
の
平

成
　
年
度
補
正
予
算
の
「
地
域
住
民
生

２６
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
の
ほ
か
、
全

国
各
地
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

「
頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附
」
に
よ
る
基

金
を
充
当
す
る
な
ど
財
源
を
確
保
し
、

予
算
編
成
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
以
下
、
各
分
野
に
お
け
る
重
要
な
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

 基
本
方
針
と
施
策
の
展
開
 

１
 豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
 

　
　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
毛
町
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

　
　
　
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま

す
漁
業
・
農
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
増
毛
町
は
、
甘
え
び
、
ホ
タ
テ
、
タ

コ
な
ど
の
漁
業
資
源
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

洋
梨
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
樹
、
食
味
の

良
い
米
、
伝
統
技
術
の
水
産
加
工
品
、

地
酒
な
ど
、
四
季
を
通
じ
た
特
産
品
に

恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
豊
富
な
特
産
品
を
道
内
外
へ
向
け
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
増
毛
の
食
を
売
り
込
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
食
と
観
光

を
有
効
に
結
び
付
け
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
過
疎
化
と
消
費
活
動
の
変
化
に
よ
り
、

増
毛
町
の
商
業
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ

り
ま
す
が
、
地
方
創
生
事
業
に
よ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
や
農
林
漁

業
者
、
中
小
企
業
等
に
対
し
、
起
業
、

新
製
品
開
発
事
業
な
ど
を
支
援
す
る

「
増
毛
町
産
業
活
性
化
支
援
補
助
事

業
」
を
創
設
し
、
本
町
の
産
業
活
動
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
漁
船
Ｐ

漁
業
の
振
興

　
　
　
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
不

　
　
　
安
定
な
燃
油
価
格
、
資
材
の
高

騰
、
ト
ド
等
の
海
獣
に
よ
る
被
害
、
磯

焼
け
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
も
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振
興
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
漁
家

経
営
の
安
定
が
、
新
規
就
業
者
の
確
保
、

後
継
者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
ま
す
の
で
、
生
産
の
増
大
と
漁
業

所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
様
々
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
り
、

本
町
沖
合
に
お
い
て
、
ミ
ズ
ダ
コ
資
源

の
増
大
を
目
的
と
し
た
産
卵
礁
の
造
成

と
、
別
苅
地
区
に
お
い
て
、
ウ
ニ
資
源

の
増
大
を
目
的
と
し
た
増
殖
場
の
造
成

を
行
い
ま
す
。

　
水
産
業
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁

業
協
同
組
合
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

ア
ワ
ビ
放
流
事
業
、
ウ
ニ
資
源
増
大
対

策
事
業
、
ナ
マ
コ
二
次
飼
育
関
連
事
業
、

ク
ロ
ガ
シ
ラ
人
工
孵
化
放
流
事
業
、
ハ

タ
ハ
タ
産
卵
藻
場
造
成
事
業
な
ど
に
支

援
を
行
い
、
漁
業
資
源
の
増
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
刺
網
漁
業
を
中
心
に
多
く
の
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
る
ト
ド
を
は
じ
め
と
す
る

海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
つ
い
て
は
、

「
留
萌
振
興
局
海
獣
被
害
防
止
対
策
連

絡
会
議
」
に
お
い
て
、
被
害
の
実
態
や

防
止
対
策
な
ど
の
情
報
を
地
域
全
体
で

共
有
し
、
漁
業
者
、
関
係
機
関
と
と
も

に
広
域
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
被

害
防
止
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
ト
ド
被
害
防
止
対
策
事
業
は
、
北

海
道
か
ら
国
の
事
業
へ
と
移
行
と
な
り
、

水
域
監
視
活
動
と
併
せ
て
更
な
る
被
害

防
止
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て
は
、
増
毛
藻

場
造
成
保
全
会
が
別
苅
地
区
に
お
い
て
、

栄
養
塩
の
添
加
な
ど
に
よ
り
、
コ
ン
ブ

を
中
心
と
し
た
海
藻
・
藻
場
の
回
復
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
も
「
北
海
道
磯
焼

け
対
策
連
絡
会
議
」
で
の
先
進
地
の
事

例
な
ど
も
参
考
と
い
た
し
ま
し
て
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
　
　
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
家

　
　
　
戸
数
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
・
担
い
手
の
不
足
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
今
後
は
、
競
争
力
の
向
上
や
環

水

農

増
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境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
農
業
協
同
組
合
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、

各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
水
稲
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
管
内
は

収
量
に
恵
ま
れ
、
４
年
続
け
て
の
豊
作

と
な
り
、
低
タ
ン
パ
ク
米
出
荷
率
も
全

道
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
食
生
活
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
米
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、

昨
今
、
道
内
外
で
道
産
米
へ
の
評
価
は

高
ま
っ
て
お
り
、
本
町
は
良
食
味
米
、

高
品
質
米
の
産
地
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
消

費
・
販
路
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
ま

し
た
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
　３３

年
度
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
生
産
性
の
高

い
優
良
農
地
が
完
成
し
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
り
、
農
業
経
営
の
安
定
を

促
し
、
後
継
者
・
担
い
手
の
確
保
に
も

つ
な
が
る
ほ
か
、
集
落
の
維
持
、
耕
作

放
棄
の
抑
制
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興

が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
生
産
条
件
不
利
地
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
の
発
生
を
防
止
し
、
農
地
が
持
つ

水
源
涵
養
、
土
砂
流
出
防
止
な
ど
の
多

面
的
機
能
を
継
続
的
、
効
果
的
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
の
「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
」
や
「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
」
に
つ
い
て
も
、
農
業
者
、
農

業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
つ
い
て
は
、

「
増
毛
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基

づ
き
、
北
海
道
猟
友
会
留
萌
支
部
増
毛

部
会
、
増
毛
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

エ
ゾ
シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
ヒ
グ
マ
な
ど
の

駆
除
・
捕
獲
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
果
樹
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
続
き

「
増
毛
フ
ル
ー
ツ
の
里
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

札
幌
市
、
帯
広
市
な
ど
で
販
路
拡
大
・

ブ
ラ
ン
ド
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、

北
限
で
生
産
さ
れ
る
良
質
な
果
物
の
良

さ
と
産
地
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
果
樹
生
産
地
と

し
て
の
増
毛
町
の
知
名
度
の
定
着
を
図

る
と
と
も
に
、
販
路
拡
大
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
「
雨
よ
け
ハ

ウ
ス
の
導
入
」
や
「
減
農
薬
栽
培
」「
混

植
改
善
」
な
ど
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
安
全
で
安
心
な
果
樹
栽
培
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
、
水
稲
振
興
事
業
、
野
菜

振
興
事
業
、
営
農
振
興
事
業
な
ど
、
農

業
協
同
組
合
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

各
種
事
業
に
対
し
て
も
、
農
業
振
興
事

業
と
し
て
支
援
し
、
農
業
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
サ
ク
ラ
ン
ボ
Ｐ

林
業
の
振
興

　
　
　
林
は
、
木
材
資
源
で
あ
る
こ
と

　
　
　
は
も
と
よ
り
、
国
土
の
保
全
や

水
資
源
の
涵
養
と
と
も
に
、
海
や
河
川

環
境
に
対
す
る
有
益
性
な
ど
、
多
種
多

様
な
公
益
的
機
能
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
将
来
に
わ
た
っ
て

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な
森

林
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、「
増
毛
町
森
林

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
有
林
に
お

い
て
は
、
下
刈
り
、
保
育
間
伐
、
枝
打

ち
、
作
業
路
の
手
入
れ
な
ど
と
と
も
に
、

野
そ
駆
除
事
業
も
実
施
し
、
適
切
な
管

理
と
森
林
施
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
民
有
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者

に
森
林
の
持
つ
公
益
的
な
役
割
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
民
有
林
育
成
制
度
な
ど

を
活
用
し
た
「
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く

り
推
進
事
業
」
や
「
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
」
を
推
進
し
、
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
を
守
り
育
て
る
こ
と
は
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
、
水
産
業
の
振
興
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
森
林

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
・
商
工
業
の
振
興

　
　
　
町
の
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人

　
　
　
口
減
少
に
加
え
、
通
信
・
ネ
ッ

ト
販
売
な
ど
、
多
様
化
す
る
購
買
形
態

の
影
響
を
受
け
、
商
工
業
者
の
経
営
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
町
民
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
常
に
市
場
を
意
識
し
な
が
ら
、

活
力
あ
る
地
場
の
産
業
を
作
り
上
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

お
も
て
な
し
の
心
を
通
わ
せ
る
消
費
者

サ
ー
ビ
ス
と
町
内
消
費
拡
大
に
向
け
た

森

本
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戦
略
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
の
製
造
業
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を

占
め
、
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す
水
産

加
工
業
に
つ
い
て
は
、
町
の
主
力
産
業

と
し
て
地
域
経
済
の
牽
引
役
を
担
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
長
期
に
渡
る
景

気
の
低
迷
や
消
費
者
嗜
好
の
変
化
な
ど
、

生
産
量
の
増
加
に
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
表
れ

て
い
る
よ
う
に
、
当
地
に
対
す
る
消
費

者
の
興
味
は
高
い
こ
と
か
ら
、
各
種
商

品
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、
従
来
の
手

法
を
検
証
し
な
が
ら
、
販
路
拡
大
等
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
町
を
代

表
す
る「
え
び
地
酒
ま
つ
り
」を
中
心
に
、

「
秋
味
ま
つ
り
」「
観
光
港
ま
つ
り
」
等
、

物
販
飲
食
が
定
着
し
て
お
り
、
例
年
多

く
の
観
光
客
を
集
め
て
お
り
、
地
域
経

済
に
も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、「
え
び
地
酒
ま
つ
り
」
は
、
本

年
で
４
回
目
を
迎
え
、
特
産
の
甘
え
び

の
即
売
と
酒
蔵
で
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
、

重
要
文
化
財
や
飲
食
店
等
既
存
施
設
の

魅
力
を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
観
光
協
会
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い

る
駅
前
観
光
案
内
所
は
、
映
画
「
駅
　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て

関
係
パ
ネ
ル
展
示
を
常
設
す
る
な
ど
、

多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
を
迎
え
入
れ
て
い

ま
す
。

　
　
■
え
び
祭
り
Ｐ

　
ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
は
、
発
足
か
ら
　
年
が
経
ち
、

１０

多
く
の
観
光
客
に
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
」
は
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
北
海
道
遺
産

に
指
定
を
受
け
て
い
る
建
物
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。
他
に
も
、
点
在
す
る
歴
史

的
建
造
物
群
を
ど
の
よ
う
に
維
持
保
存
、

活
用
し
て
い
く
か
が
、
さ
ら
に
多
く
の

観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
併
せ
て
都
市
部
に
住
む
増
毛

町
出
身
者
と
食
と
観
光
を
通
じ
て
絆
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
的
に
活
躍
す
る
町
出
身
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
家「
三
國
清
三
」氏
を
塾
長
に
、

魅
力
的
で
安
心
安
全
な
地
域
食
材
を
紹

介
し
て
い
く
増
毛
ミ
ク
ニ
塾
は
、
本
年

で
発
足
　
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

１０

町
内
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら
も
多
く
の

方
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
元
食

材
の
魅
力
を
発
掘
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
難
し
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
増
毛
町
の
豊
か
な
食
の
価
値

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
三
國

シ
ェ
フ
の
協
力
を
得
な
が
ら
研
究
、
実

践
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
岩
尾
温
泉
あ
っ
た
ま
～
る
は
、
日
本

海
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
望
で
き
る
施

設
と
し
て
人
気
の
湯
で
は
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
利
用
増
を
図
る
た
め
、
石

狩
市
浜
益
温
泉
と
連
携
し
、
利
用
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、

広
範
囲
な
協
力
体
制
で
集
客
を
図
る
ほ

か
、
清
潔
で
快
適
な
癒
し
の
空
間
づ
く

り
と
日
頃
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場
は
、
複
数
の
学

校
授
業
を
同
時
に
受
け
入
れ
る
規
模
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ス
キ
ー

人
口
そ
の
も
の
は
減
少
し
て
お
り
、
一

般
利
用
客
獲
得
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
が
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、
安
全

性
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
親
し
み
を
持

た
れ
る
施
設
づ
く
り
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
暑
寒
別
岳
は
、
中
高
年
を
中
心
と
し

た
登
山
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
登
山
客
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
春
山
ス
キ
ー
が
人
気
と
な
っ

て
お
り
、
暑
寒
荘
を
は
じ
め
、
周
辺
環

境
の
整
備
に
よ
り
山
岳
観
光
の
充
実
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
、
食

を
併
せ
持
つ
増
毛
町
の
強
み
を
存
分
に

活
か
し
な
が
ら
、
観
光
情
報
の
発
信
に

努
め
、
都
市
部
と
の
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

労
働
雇
用
環
境
の
形
成
と

　
　
　
　
　
　
　
消
費
者
対
策

　
　
　
町
は
、
小
規
模
企
業
や
個
人
商

　
　
　
店
が
大
半
を
占
め
る
産
業
構
造

の
た
め
、
若
年
層
の
就
労
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
、
町
外
流
出
に
歯
止
め
を
掛

け
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
北
限
の
果
樹
産
地
や
良
質

の
水
を
使
っ
た
酒
造
り
な
ど
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
高
品
質
な
食
材
を
生
産
す

本
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る
土
壌
が
身
近
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
起
業
化
や
新
た
な
商
品
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
地
域
の
経
済
団
体

と
連
携
し
、
次
代
の
地
域
経
済
を
担
う

人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
元
消
費
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
に

よ
る
既
存
店
舗
の
廃
業
や
、
他
市
の
大

型
店
舗
へ
の
購
買
力
の
流
出
が
大
き
な

要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
継
続
し
て
お
り
ま

２０

す
商
工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
は
、
地
元
経
済
に

も
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
地
域
消
費
を

促
す
た
め
、　

歳
以
下
の
医
療
費
の
補

１５

助
を
商
工
会
の
商
品
券
で
支
給
い
た
し

ま
す
。

２
 未
来
と
安
全
を
支
え
る
 

　
　
 基
盤
確
か
な
ま
ち
づ
く
り

国
土
の
保
全
・

　
　
　
　
道
路
交
通
体
系
の
整
備

　
　
　
常
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
で

　
　
　
あ
り
ま
す
町
道
に
つ
い
て
は
、

産
業
経
済
や
生
活
の
利
便
性
、
安
全
性

な
ど
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
緊
急
性
、
必
要
性
等
を
十
分
勘
案
し
、

優
先
順
位
を
定
め
て
計
画
的
な
道
路
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
道
路
の
法
面
及
び

附
属
施
設
の
調
査
、
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
道
路
橋
の
修
繕
を
実
施
し
、
冬

期
間
の
除
雪
対
策
も
含
め
、
町
民
が
安

全
で
安
心
で
き
る
道
路
交
通
網
の
整
備

と
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
街
路
灯
設
置
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
の
電

気
料
金
と
新
設
費
用
に
対
す
る
助
成
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
・
漁
港
の
整
備

　
　
　
毛
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沿

　
　
　
岸
漁
業
、
石
材
の
積
出
港
、
海

洋
レ
ジ
ャ
ー
の
基
地
と
し
て
港
湾
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
留
萌
開
発
建
設
部
が

直
轄
工
事
に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
か
ね
て
か
ら
待
ち
望
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
北
埠
頭
地
区
に
ホ
タ

テ
養
殖
業
施
設
が
完
成
し
、
９
月
か
ら

操
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
衛
生
管
理

と
作
業
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
中
歌
地
区
小
型
船

入
澗
物
揚
場
の
埋
立
工
事
及
び
同
地
区

の
防
波
堤
撤
去
工
事
が
終
了
す
る
予
定

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
荷
捌
き
用
地
の

拡
大
と
作
業
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
別
苅
漁

港
に
お
い
て
、
静
穏
度
確
保
の
た
め
、

北
防
波
堤
の
改
良
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
り
整
備

の
た
め
の
調
査
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雄
冬
漁
港
に
お
い
て
は
、
国

が
事
業
主
体
と
な
り
老
朽
化
し
た
船
揚

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
■
作
業
Ｐ

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

　
　
　
共
交
通
機
関
の
利
用
が
難
し
い

　
　
　
地
区
に
お
い
て
、
交
通
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
に
、

福
祉
バ
ス
を
利
用
し
た
外
出
支
援
を
行

い
ま
す
。
以
前
か
ら
の
朱
文
別
沢
地
区
、

笹
沼
地
区
、
信
砂
地
区
へ
の
福
祉
バ
ス

の
運
行
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
暑
寒
沢

地
区
、
中
歌
地
区
に
つ
い
て
も
運
行
い

た
し
ま
す
。

３
 健
や
か
で
元
気
に
生
き
生
き
と
 

　
　
　
　
 暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
　
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
全
て
の
自
治
会
で
選
出
さ
れ
た

保
健
推
進
員
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
が

ん
検
診
及
び
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度

２７

３６

ま
で
の
町
民
の
健
康
に
つ
い
て
目
標
を

定
め
た
「
健
康
ま
し
け
　
計
画
」
を
策

２１

定
し
ま
す
。

　
本
町
は
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質

異
常
に
係
る
有
所
見
者
の
割
合
が
と
て

も
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
善
を

図
る
た
め
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
有
所
見
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
個
別
指
導
に
重
点
を
置
い

日

増

町 公
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た
特
定
保
健
指
導
等
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
等
の
感
染

症
対
策
、
母
子
保
健
指
導
を
継
続
し
て

実
施
す
る
ほ
か
、
乳
幼
児
へ
の
各
種
予

防
接
種
の
公
費
負
担
も
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
集
団
健
診
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

検
診
会
場
の
統
合
を
進
め
て
お
り
、
町

民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
や

待
ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、
多
く
の
皆
様

に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

　
　
　
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
ア
関
係
団
体
と
連
携
し
、
指
導

者
の
育
成
・
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
共
に
助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
世
帯
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
支

援
を
必
要
と
す
る
人
を
把
握
し
、
速
や

か
な
支
援
に
対
応
で
き
る
名
簿
づ
く
り

を
民
生
委
員
、
自
治
会
及
び
関
係
機
関

と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実

　
　
　
療
所
に
つ
い
て
は
、
２
年
ご
と

　
　
　
に
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
導
入
等

の
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
、
基
本
診
療

の
構
造
変
化
や
患
者
数
の
減
少
に
よ
り
、

診
療
所
運
営
の
根
幹
で
あ
る
診
療
報
酬

収
入
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
初
期
治
療
及
び
一
次
医
療
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ケ
ア
を
担
う
本
町
の
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
検
診
、
予
防
接
種
、
個

別
特
定
健
診
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
良

質
で
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
と
と
も
に
、
札
幌
医
科
大
学
の
支

援
・
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
健
全
な
経

営
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
高
齢
者
Ｐ

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
　４０

　
　
　
％
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
　

７５

２５

％
を
超
え
て
い
る
中
で
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
、
地
域
の
中
で
支
え
合
う

取
り
組
み
や
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
で
き
る
場
所
と
交
流
で
き

る
場
所
の
確
保
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て

介
護
保
険
や
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

提
供
及
び
総
合
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
地
域
支

援
事
業
、
権
利
擁
護
事
業
、
介
護
予
防

事
業
及
び
要
支
援
認
定
者
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
明
和
園
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
が
、
健
や
か
に
日
々
生

活
で
き
る
よ
う
、
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
併

せ
て
介
護
職
員
の
確
保
に
よ
る
受
け
入

れ
体
制
の
確
立
と
安
定
し
た
施
設
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
環
境
の
充
実
の
た
め
、

施
設
の
老
朽
化
に
対
し
適
切
な
維
持
補

修
を
図
り
な
が
ら
、
改
修
等
を
見
据
え

た
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
・
ひ
と
り
親
福
祉
の

　
　
　
　
　
　
充
実
・
子
育
て
支
援

　
　
　
年
度
か
ら
新
た
な
子
ど
も
・
子

　
　
　
育
て
制
度
が
施
行
さ
れ
、
本
町

で
も
『
や
さ
し
さ
を
実
感
で
き
る
楽
し

い
子
育
て
の
町
づ
く
り
』
を
理
念
と
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
平
成
　
年
度
～
　
年
度
）」を
策
定
し

２７

３１

ま
し
た
。
本
計
画
を
基
本
に
、
子
ど
も

や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保
育
を
必
要

と
す
る
全
て
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
希

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
マ
ー
シ
ー
Ｐ

社

診

６５

今
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ま
た
、
妊
婦
健
診
・
乳
幼
児
健
診
事

業
の
継
続
、
学
童
保
育
事
業
な
ど
、
地

域
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
出
産
準
備
金
の
支
給
事
業
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
保
育
料
の
独
自
軽
減
を

行
う
ほ
か
、
小
中
学
校
入
学
時
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
、
高
校
通
学
費
へ
の
助

成
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
医
療
費
と
、
小
学
生
の
入
院
分
の

医
療
費
を
助
成
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、　

歳
ま
で
の

１５

医
療
費
に
つ
い
て
も
、
町
独
自
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　
　
　
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平

　
　
　
成
　
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
障

２５

害
者
総
合
支
援
法
に
定
め
ら
れ
た
「
第

４
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い
者
計

画
（
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
）」
を
策

２７

２９

定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
相
談
業
務
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
て
、
障
が
い

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
障
が
い
者

福
祉
の
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
の
充
実

　
　
　
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
第
６
期

　
　
　
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
　２７

年
度
か
ら
　
年
度
）
を
策
定
し
、
健
全

２９

な
保
険
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
保
険

料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
保
険
給

付
に
か
か
る
費
用
の
適
正
化
を
考
慮
し

な
が
ら
も
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

４
 快
適
で
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
 

　
　
　
　
　
 支
え
る
ま
ち
づ
く
り

衛
生
環
境
の
充
実

　
　
　
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
留
萌
南

　
　
　
部
衛
生
組
合
に
お
い
て
広
域
的

に
進
め
て
お
り
、
留
萌
市
で
は
資
源
化

施
設
、
小
平
町
で
は
生
ご
み
処
理
施
設
、

増
毛
町
で
は
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
施

設
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。　

種
類
の

２２

新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
が
始
ま
っ
て

２
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
問
い
合
わ
せ

も
今
で
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
製
容
器
、
紙
製

容
器
、
雑
紙
の
分
別
精
度
が
ま
だ
良
く

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
留
萌
南
部
衛

生
組
合
で
作
成
し
て
い
る
ご
み
分
別
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
や
町
で
作
成
し
た
ご
み
の

出
し
方
ポ
ス
タ
ー
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
等
を
活
用
し
、
適
切
な
ご
み
分
別

に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
ご
み
処
理
に
つ

い
て
は
、
ご
み
処
理
の
効
率
化
、
処
分

場
の
長
寿
命
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
よ
り
循
環

型
社
会
を
め
ざ
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
対
策
と
し
て
は
、
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
、

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
増
毛
葬
苑
に
つ
い
て
は
、
火
葬
炉
の

老
朽
化
に
伴
い
、
１
号
炉
の
改
修
と
室

内
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。
平
成
　
年
度

２５

か
ら
３
ヶ
年
計
画
で
、
内
部
改
装
、
２

号
炉
改
修
、
煙
突
改
修
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
度
が
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
　
月
に
空
家
等
対
策
の
推

２６

１１

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
成
立
、
公

布
さ
れ
、
平
成
　
年
５
月
に
完
全
施
行

２７

さ
れ
ま
し
た
。
当
町
の
空
家
等
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
法

律
に
よ
り
国
か
ら
基
本
指
針
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
指
針
に
基
づ
き
、

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
ま
た
は
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
諸
団
体
等
の
協
力
を

得
て
、
協
議
会
の
設
立
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
空
家
等
対
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

　
　
　
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
生

　
　
　
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
飲
料
水
を
安
全
で
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
維
持

管
理
と
水
質
管
理
の
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
建
設
改
良
事
業
は
、

浄
水
場
設
備
の
原
水
バ
イ
パ
ス
管
取
替

及
び
沈
殿
池
の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
が
、
今
後
も
老
朽
化
し
た
施
設
等
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
生
活
環

境
の
向
上
や
衛
生
環
境
の
保
持
及
び
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て

下
水
道
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
市
街
地
の
大
部
分
が
下
水

道
へ
の
接
続
が
可
能
と
な
り
、
更
に
一

般
家
庭
に
限
り
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
使

用
を
可
能
に
し
、
生
ご
み
の
減
量
化
と

清
潔
で
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
以
外
の
未
整
備
地
区

の
今
後
の
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
補
助
制
度
の
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
を
活
用
し
、
生
活
環
境

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
下
水
道

障

介

水

ご
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長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
処
理
場
及

び
ポ
ン
プ
場
の
電
気
機
械
設
備
の
延
命

化
を
図
る
た
め
の
更
新
事
業
を
計
画
的

に
実
施
し
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
、
持
続
可
能
な
下
水
道
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
環
境
保
全
に
対
す
る
啓

発
活
動
等
に
よ
り
下
水
道
接
続
の
普
及

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
放
水
Ｐ

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　
　
　
防
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
尊
い

　
　
　
生
命
と
大
切
な
財
産
を
、
火
災

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
消
防
体
制
の
一
層
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
救
命
効
果
の
向
上
を
図

る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
消
防
学
校
や

病
院
な
ど
へ
派
遣
し
、
よ
り
高
度
で
専

門
的
な
知
識
と
処
置
を
習
得
さ
せ
、
高

度
救
急
救
命
体
制
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
地
震
や
津
波
、
台

風
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
被
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
自
治
体
の
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
も
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
町
内
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
、「
全
町
防
災
訓
練
の

日
」
を
設
定
し
、
防
災
訓
練
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雨
な
ど
の
大
き
な
災
害
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
気
象
台
や
国
、

道
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
気
象
情
報

の
収
集
や
危
険
箇
所
の
状
況
を
把
握
し
、

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
た
迅
速
な
情
報

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
や
津
波
の
発
生
時
に
は
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊
急
自
動
放
送

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
一
昨
年
か
ら
北
海
道
防
災

会
議
が
主
催
す
る
北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
身
の
回
り
に

危
険
な
も
の
が
無
い
か
を
確
認
し
、
自

分
の
身
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
訓
練
で
す
の
で
、
町

民
全
て
の
皆
様
が
参
加
で
き
る
よ
う
防

災
行
政
無
線
放
送
に
よ
り
呼
び
か
け
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
体
制
づ
く
り
は
、
町
行
政
の
力

だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
町

民
相
互
の
助
け
合
い
が
必
要
で
あ
り
、

高
齢
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
子
ど
も
を

抱
え
る
家
庭
な
ど
、
自
治
会
を
中
心
と

し
た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
機
運
を
高

め
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
推
進

　
　
　
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
住
生
活

　
　
　
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
景
観

を
形
成
す
る
住
環
境
の
向
上
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
公
営
住
宅
に
お
い
て

も
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
を
長
期
的
に

維
持
管
理
す
る
た
め
、
適
切
な
修
繕
、

改
善
、
建
替
を
計
画
的
に
実
施
し
な
が

ら
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
昭
和
　
年
度
に
建
設

５５

し
た
南
暑
寒
５
丁
目
団
地
の
外
壁
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
居
住
環
境
の
整
備
と
町
並
み

景
観
の
向
上
及
び
町
内
経
済
の
活
性
化

の
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら
３
年
間
の

２５

時
限
事
業
と
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
３
年
目
の
今
年
度
は
、
さ
ら
に
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
限
り
補
助
金
の
一
部
を
商
工
会
が
発

行
す
る
商
品
券
で
支
給
し
、
町
内
の
消

費
喚
起
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す

こ
と
か
ら
、
本
助
成
制
度
の
継
続
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、

今
後
、
空
き
教
職
員
住
宅
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
利
活
用
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
消
防
待
機

宿
舎
（
１
棟
５
戸
）
を
町
単
独
住
宅
と

し
て
使
用
す
る
た
め
、
内
部
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
暑
寒
沢
の
町
営
墓
地
に
つ
い
て
は
、

環
境
美
化
の
継
続
に
努
め
て
い
く
と
と

も
に
、
別
苅
地
区
の
共
同
墓
地
に
つ
い

て
も
、
利
用
組
合
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
水
道
設

備
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
地
域
安
全
活
動
の
充
実

　
　
　
海
道
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が

　
　
　
減
少
傾
向
に
あ
り
、
４
年
連
続

「
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
」

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、

交
通
事
故
で
命
を
落
と
す
方
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

消

住

北
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当
町
に
お
い
て
は
、
発
生
件
数
、
物

損
事
故
件
数
も
減
少
し
て
お
り
、
本
年

５
月
　
日
に
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１２

１
０
０
０
日
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
今
は
、
小
学
生
や
新
入
学
児
童
な

ど
の
死
亡
事
故
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今

年
度
は
「
全
道
運
動
４
期
　
日
」
に

４０

「
新
入
学
（
園
）
期
の
安
全
旬
間
」
を

加
え
て
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
の
際
に
は
、

夜
光
反
射
材
の
着
用
を
推
奨
す
る
な
ど
、

「
高
齢
者
事
故
防
止
」「
自
転
車
走
行

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
全
席
着
用
」
な
ど
の
７
大
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
、
各

関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
積
極
的
に
街
頭
指
導
や
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
■
横
断
Ｐ

　
防
犯
に
つ
い
て
は
、
増
毛
町
防
犯
協

会
を
中
心
と
し
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
住
宅
診
断
、
自
動
車
診
断
等
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
も
、
新
入
学
児
童

へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
や
子
供
１
１

０
番
活
動
、
町
内
工
事
事
務
所
へ
の
防

犯
啓
蒙
訪
問
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
「
悪

質
商
法
」「
振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐

欺
」
な
ど
も
年
々
手
口
が
巧
妙
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
迅
速
な
情
報

提
供
と
と
も
に
警
察
署
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布
や
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
増
毛
町
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
推
進

　
　
　
年
は
、
５
年
毎
の
国
勢
調
査
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
増
毛
町
の

人
口
も
昭
和
　
年
以
降
、
減
少
の
一
途

３０

を
辿
り
、
加
え
て
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
過
疎
化
の
進
行
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
、
基
幹
産
業
の
衰
退
、
地

域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
確
保
な
ど
の

面
で
大
き
な
影
響
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た
「
北
の

暮
ら
し
・
移
住
促
進
事
業
」
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
京
で
の
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
へ

の
参
加
と
移
住
体
験
住
宅
の
整
備
を
行

い
、
増
毛
町
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
な
ど
、
移
住
体
験
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
空
き
地
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
情
報
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
自
然
豊

か
な
居
住
環
境
の
情
報
発
信
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

２
名
募
集
い
た
し
ま
す
。
都
市
部
か
ら

過
疎
地
域
等
へ
住
民
票
を
移
動
し
、
生

活
の
拠
点
を
移
し
た
者
を
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
一
定
期
間

居
住
の
う
え
、
地
域
活
性
化
の
支
援
や

住
民
活
動
を
支
え
る
地
域
協
力
活
動
を

行
な
い
な
が
ら
、
地
域
へ
の
定
住
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
 活
き
活
き
と
学
び
心
豊
か
な
 

　
 人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
ち
づ
く
り
の
中
で「
人
づ
く
り
」

　
　
　
は
、
基
本
で
あ
る
と
の
考
え
の

も
と
に
、
増
毛
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気

で
、
健
や
か
に
、
心
豊
か
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
常
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
過
疎
化
及
び
少
子
化
に
よ
り
、
小
学

校
２
校
、
中
学
校
１
校
、
幼
稚
園
１
園

と
な
り
ま
し
た
が
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
快
適
に
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
き

が
い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
活
動
の
場

と
な
る
関
係
施
設
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

６
 町
民
と
共
に
つ
く
る
 

　
　
 　
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

　
　
　（
地
方
創
生
法
）の
制
定
を
受
け

て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来

を
見
据
え
た
地
方
創
生
の
動
き
と
し
て
、

各
地
方
団
体
が
地
域
の
資
源
や
特
色
を

活
か
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
増
毛
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
依
然
と

し
て
人
口
減
少
が
続
き
、
高
齢
化
率
が

　
％
を
超
え
る
と
と
も
に
、
少
子
化
も

４０進
み
、
現
状
の
ま
ま
で
は
２
０
４
０
年

本

ま

ま
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に
は
、
人
口
が
約
２
、
５
０
０
人
ま
で

減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
消
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
な
か
、

行
政
内
部
で
の
検
討
組
織
と
し
て
、
増

毛
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

を
設
置
す
る
ほ
か
、
増
毛
町
総
合
戦
略

策
定
町
民
会
議
を
設
置
し
、
増
毛
町
の

希
望
あ
る
将
来
を
見
据
え
、
町
民
の
皆

様
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

増
毛
町
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
情
報
共
有

　
　
　
年
度
も
町
民
の
皆
様
と
の
ま
ち

　
　
　
づ
く
り
の
情
報
共
有
の
た
め
、

町
の
予
算
の
概
要
や
使
途
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
「
予
算
説
明
概
要

書
」
を
作
成
し
、
町
内
全
戸
へ
配
布
い

た
し
ま
す
。

　「
広
報
ま
し
け
」
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
様
に
見
や
す
く
・
読
み
や
す
く
・

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
町
内
の
様
々
な

情
報
を
正
確
に
伝
え
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
最
新
の
行
政
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
意
見
や
質

問
に
応
え
て
、
町
民
の
皆
様
と
の
情
報

共
有
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

　
　
　
年
度
か
ら
自
治
会
で
管
理
運
営

　
　
　
さ
れ
て
い
る
自
治
会
館
の
電
気

料
の
一
部
を
補
助
し
、
運
営
費
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
自
治
会
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
自
治
会

２５

で
管
理
さ
れ
て
い
る
会
館
等
に
つ
い
て
、

老
朽
化
に
伴
う
改
修
や
取
り
壊
し
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

雄
冬
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
中
歌
協
和

会
館
、
湯
の
沢
会
館
の
改
修
に
つ
い
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
交
通
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
交
通
安
全
や
防
犯
活
動
の
重
要

な
拠
点
で
あ
り
ま
す
が
、
老
朽
化
に
よ

り
屋
根
及
び
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
腐
食
が
著

し
い
た
め
修
繕
い
た
し
ま
す
。

時
代
に
即
し
た
行
政
経
営

　
　
　
率
的
な
行
政
経
営
は
町
政
推
進

　
　
　
の
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

種
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
の
身
の
丈

に
あ
っ
た
行
政
経
営
を
め
ざ
し
、
経
費

の
節
減
、
効
果
的
な
事
務
事
業
の
展
開

と
再
編
、
民
間
委
託
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
昨
年
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

り
、
増
毛
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、

全
国
各
地
の
多
く
の
皆
様
か
ら
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
附
金
に
対
す

る
お
礼
と
し
て
、
本
町
の
特
産
品
を
お

贈
り
し
て
お
り
、
増
毛
町
自
慢
の
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
機
会
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
税
制
改
正
も
あ
り

寄
附
金
限
度
額
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
の
機
会
を
活
か
し
、
財
源

の
確
保
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律「
番
号
法（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」

の
施
行
に
伴
い
、
本
年
　
月
以
降
に
全

１０

国
民
に
個
々
の
番
号
が
付
与
さ
れ
ま
す

の
で
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な

運
用
の
た
め
に
、
条
例
整
備
及
び
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
事
務
事
業
の
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、

管
内
７
町
村
に
よ
る
「
留
萌
地
域
電
算

共
同
化
推
進
協
議
会
」
の
も
と
で
、
総

合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
へ
向
け
た

作
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
本
格
稼
働
と
な
り
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
と
共
同
化
に
よ
る
経

費
削
減
効
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営

　
　
　
町
の
財
政
事
情
は
、
自
主
財
源

　
　
　
に
乏
し
く
地
方
交
付
税
等
の
依

存
財
源
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
重
要
性
、

緊
急
度
に
応
じ
た
事
業
の
実
施
や
地
方

債
の
計
画
的
な
借
り
入
れ
、
経
常
経
費

の
節
減
等
効
率
的
な
財
政
運
営
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
財
政
規
律
を

維
持
す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。む

　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
平
成
　
年
度
の
町
政
の
推
進

２７

に
あ
た
り
、
私
の
公
約
と
町
づ
く
り
の

理
念
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
主
要
な
施

策
を
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
た
責
任

を
果
た
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
議
員
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
町

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

今効

本

今
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ま 題話のち

　
５
月
　
日
、　

日
に
「
え
び
地
酒
ま
つ
り
２
０

３０

３１

１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
町

内
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
　
日
土
曜
日
は
、
天
気
に
は
恵
ま
れ
た

３０

も
の
の
、
複
数
の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
運
動
会

と
、
日
程
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
の

か
、
昨
年
に
比
べ
少
し
物
足
り
な
い
来
町
客
数
で

し
た
が
、
千
石
蔵
屋
台
街
、
地
酒
通
り
や
港
町
さ

か
な
通
り
で
は
行
列
が
で
き
る
店
舗
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
買
い
物
を
終
え
た
観
光
客
は
浜
の
焼
き
台

コ
ー
ナ
ー
で
買
っ
た

も
の
を
そ
の
場
で
焼

い
て
味
見
し
た
り
、

千
石
蔵
特
設
ス
テ
ー

ジ
な
ど
の
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
二
日
目
の
　
日
日
曜
日
は
、　

時
頃
ま
で

３１

１１

雨
が
降
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
晴
れ
間
も
出
て

気
温
も
上
が
り
、
絶
好
の
観
光
日
和
と
な
り
ま
し

た
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

滑
浜
の
焼
き
台
コ
ー
ナ
ー
で
増
毛
の

　
海
鮮
に
舌
鼓

滑
千
石
蔵
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
催
し
を

　
見
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
一
杯

滑
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

　
港
町
さ
か
な
通
り

滑
地
酒
国
稀
の
振
る
舞
い
酒

大衆ソウルシンガー　インディ

「
え
び
の
唄
　
大
好
き

ま
し
け
」
を
熱
唱
し
ま

し
た
！
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ま 題話のち

　
６
月
２
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
第
１
回
増
毛
町
総

合
戦
略
策
定
町
民
会
議
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
増
毛
町
で
も
急
速
に

進
ん
で
い
る
少
子
高
齢
化
等
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
向

性
な
ど
を
議
論
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
町
民
や
、

町
内
の
各
団
体
か
ら
選
出
さ
れ

た
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
ま
ず
増

毛
町
に
お
け
る
「
地
方
創
生
」

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
事

務
局
で
あ
る
役
場
企
画
財
政
課

か
ら
説
明
を
受
け
、
理
解
を
深

め
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
が

感
じ
て
い
る
課
題
等
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
、「
官
・
民
・

各
団
体
が
集
ま
る
こ
の
機
会
を

有
効
に
使
い
た
い
」、「
増
毛
を

出
て
行
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

戻
っ
て
来
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
」
な
ど
の
発
言
も
あ
り
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
　
増
毛
町
の
将
来
の
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
は
今
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

増
毛
町
の
未
来
の
た
め
に

　今回は増毛中学校の料理教室に密着！あの「世界のミクニ」こと三國清三シェフが来校し、生徒達に直

接指導していただけるということで、増毛中学校におじゃましました。

　生徒達がキラキラした目でシェフの説明を聞いている間、広報マンはカメラを

スタンバイ。ふむふむどうやら今回は煮込みハンバーグを作るようだ。ハンバー

グと言えば広報マンの大好物！食材を見ただけでよだれが…。

　三國シェフと、札幌から応援に駆けつけた「ミクニサッポロ」の小川シェフに

指導を受けながら生徒達はテキパキと調理。実習室の中はお肉を焼く食欲をそそ

る香りと、フルーツとデミグラスソースを煮込む上品な香りとが立ち込め、広報

マンは生徒達よりも調理中のハンバーグばかりを撮影するのであった…。

　今回、「世界のミクニ」から指導を受けた生徒達。貴重な経験だったことは間違

いありません。出来上がったハンバーグの味はずっと忘れないでしょう！第二の

ミクニが生まれる日もそう遠くはないかもしれません！

　次はあなたのところに取材に行きます。信じるか信じないかはあなた次第です

…！

ｖｏｌ，２

▲集まった募金を手渡す舎熊小学校児童（左）と増毛小学校児童（右）

　
町
内
の
小
中
学
生
が
「
緑
の

募
金
」
活
動
を
行
い
、
集
ま
っ

た
募
金
を
増
毛
町
緑
化
推
進
委

員
会
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
毎
年
実
施
さ
れ

て
お
り
、
集
ま
っ
た
お
金
は
国

内
外
の
森
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。
　
今
回
は
増
毛
中
学
校
、
増
毛

小
学
校
、
舎
熊
小
学
校
、
そ
し

て
役
場
庁
舎
内
募
金
を
合
わ
せ

て
４
３
埀
１
４
４
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
森
林
は
大
気
汚
染
の
浄
化
だ

け
で
な
く
、
木
材
と
し
て
活
用

し
た
り
、
土
砂
崩
れ
を
防

い
だ
り
な
ど
、
資
源
と
し

て
も
防
災
の
機
能
と
し
て
も
増

毛
町
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

　
緑
の
募
金
活
動
を
見
か
け
た

際
は
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲募金活動をする増毛中学校生徒

森
づ
く
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
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①長縄飛びの勝利を願って応援！

②学年対抗長縄跳び

③全員リレー勝利の瞬間

④増中体育祭と言えば「ムカデ競争」

⑤全力を出し切れ！五本綱引き

④ ②

③ ①⑤

③
④

④

⑤⑥

②

③

② ①①

①組み体操、三段タワー

②紅白リレー！
　　　　勝利の瞬間

③闘志メラメラ！騎馬戦

④勝利を祈って応援だ！

①絆のバトン！紅白リレー

②、③絶対に負けない！
　　　　　　紅白綱引き

④心を一つに
　　「舎熊っこソーラン」

⑤、⑥
気合いで勝利だ！応援合戦

第
　
回
増
毛
中
学
校
体
育
祭

５８

舎
熊
小
学
校
閉
校
記
念
大
運
動
会

増毛小学校
運動会
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第
　
回
を
迎
え
る
ア
ッ
プ
ル
コ
ー
ス
全
町
マ
ラ

４０

ソ
ン
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
小
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
３
年
生
以
下
を

対
象
に
親
子
で
の
参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
一
般
の
部
に
３
坩
２
 ㎞
 コ
ー
ス
を

新
設
し
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
コ
ー
ス
付
近
の
住
民
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
一
時
通
行
止
め
等
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
９
月
　
日（
日
） 小
雨
決
行

１３

　
・
受
付
　
　
８
時
　
分
３０

　
・
開
会
式
　
９
時
　
分
００

　
・
ス
タ
ー
ト

　
　
９
時
　
分
（
１
坩
８
㎞
コ
ー
ス
）

３０

　
　
９
時
　
分
（
３
坩
２
㎞
コ
ー
ス
）

３２

　
　
９
時
　
分
（
５
坩
０
㎞
コ
ー
ス
）

３４

　
・
表
彰
式
　
　
競
技
終
了
後

【
会
場
】

　
暑
寒
公
園

【
参
加
資
格
】

町
内
に
在
住
及
び
勤
務

す
る
人

【
参
加
料
】

　
・
大
人
　
　
１
０
０
円

　
　（
傷
害
保
険
料
）

　
・
高
校
生
以
下
　
無
料

　
※
親
子
の
部
の
場
合
は

大
人
の
み
参
加
費
が

か
か
り
ま
す

【
種
目
】

○
親
子
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
坩
８
㎞

○
小
学
１
～
３
年
生
ま
で
の
男
女
　
　
１
坩
８
㎞

○
小
学
４
～
６
年
生
ま
で
の
男
女
　
　
３
坩
２
㎞

○
中
学
生
　
男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
５
坩
０
㎞

○
中
学
生
　
女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
３
坩
２
㎞

○
一
般（
高
校
生
含
む
）　
３
坩
２
㎞
、
５
坩
０
㎞

【
競
技
方
法
】

・
親
子
の
部
、
中
学
生
以
下
は
着
順
制
と
し
て
タ

イ
ム
も
計
時
し
ま
す
。

・
一
般
は
宣
言
タ
イ
ム
制
と
し
て
、
参
加
申
込
時

に
申
告
願
い
ま
す
。
な
お
、
同
タ
イ
ム
の
場
合

は
年
齢
の
高
い
方
を
優
位
と
し
ま
す
。
ま
た
、

競
技
中
時
計
の
所
持
及
び
他
の
者
か
ら
の
指
示

を
禁
止
し
ま
す
。

【
表
彰
】

　
各
組
（
男
女
別
）
１
位
～
３
位
を
表
彰
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
全
員
に
　
周
年
記
念
品
を
お
渡
し

４０

し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
７

月
　
日（
月
）ま
で
に
親
子
の
部
、
高
校
生
以
上
は

２７
教
育
委
員
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。
な
お
、
中
学
生

以
下
は
各
学
校
へ
保
護
者
の
同
意
を
受
け
て
申
込

願
い
ま
す
。

※
保
険
加
入
な
ど
事
務
手
続
き
の
関
係
上
、
申
込

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
参
加
申
込
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
委
員
会
　
地
域
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７

葛
昨
年
の
ス
タ
ー
ト
の

　
様
子

ア
ッ
プ
ル
コ
ー
ス
全
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
　
回
４０
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自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

で
は
、
自
衛
官
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）】

■
受
験
資
格

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２７

■
受
付
期
間

　
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
試
験
地
　
留
萌
市

■
入
隊

　
平
成
　
年
３
月
下
旬
～

２８

　
　
　
　
　
　
　
４
月
上
旬

【
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）】

■
受
験
資
格

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２７

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日（
土
）～

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
火
）

■
試
験
日

９
月
　
日（
金
）～
　
日（
火
）

２５

２９

の
い
ず
れ
か
一
日

■
試
験
地
　
旭
川
市

■
入
隊

　
平
成
　
年
３
月
下
旬
～

２８

　
　
　
　
　
　
　
４
月
上
旬

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２７

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日（
土
）～

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
火
）

■
試
験
日

・
一
次
試
験

９
月
　
日（
金
）・
　

日（
火
）

１８

２９

の
い
ず
れ
か
一
日

・
二
次
試
験

　
　
月
８
日（
木
）～
　
日（
水
）

１０

１４

■
試
験
地
　
留
萌
市

■
入
隊

　
平
成
　
年
３
月
下
旬
～

２８

　
　
　
　
　
　
　
４
月
上
旬

※
航
空
学
生
、
看
護
学
生
、
防

衛
大
学
生
の
試
験
は
、
次
の

問
合
せ
先
ま
で
連
絡
願
い
ま

す
。

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所

　（
電
話
 ４
２
倆
４
６
５
０
）

■
受
験
資
格

平
成
　
年
４
月
１
日
に
お
い

２７

て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以

内
の
方
及
び
平
成
　
年
３
月

２８

ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

※
平
成
　
年
４
月
１
日
に
お
い

２７

て
中
学
卒
業
後
２
年
以
上
５

年
未
満
の
方
も
受
験
可

■
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
７
月
　
日（
火
） 　
時
　
分

１４

１０

００

　
～
　
日（
木
）

２３

・
郵
送
に
よ
る
申
込

　
７
月
　
日（
火
）～
　
日（
金
）

１４

１７

■
一
次
試
験
日

　
９
月
　
日（
日
）

１３

※
試
験
種
目
や
試
験
地
な
ど
詳

し
く
は
、
次
の
問
合
せ
先
ま

で
連
絡
願
い
ま
す
。

 
旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
・
人
事
係
（
電
話
 ０
１

６
６
倆
５
１
倆
６
２
６
７
）

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格

　
保
健
師
の
有
資
格
者

※
経
験
者
歓
迎

■
勤
務
内
容

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
に
関
す
る
業
務

　（
主
に
保
健
指
導
、
重
症
化

予
防
指
導
、
保
健
事
業
）

■
勤
務
時
間
・
賃
金
　

　
応
相
談

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役

場
町
民
課
保
険
年
金
係
に
提

出
願
い
ま
す
。

■
選
考
方
法
　
書
類
選
考

■
そ
の
他

特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

 
町
民
課
　
保
険
年
金
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
３
）

　
町
で
は
、
広
く
増
毛
町
出
身

の
方
に
頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
同
窓
会
に

て
「
頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附
」

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
で
開
催
さ
れ
る
同
窓
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
企
画

財
政
課
企
画
係
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
幹
事
様
の
了
承
を
得
て
、

職
員
が
同
窓
会
に
お
伺
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附
紹
介

時
間
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

等
）　

分
程
度

１０

 
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
０
）

試
　

験

暮 報情のしら

お
知
ら
せ

募
　

集

平
成
　
年
度

２７

自
衛
官
採
用
試
験

平
成
　
年
度
裁
判
所
職

２７

員
採
用
一
般
職
試
験

保
健
指
導
臨
時
職
員

頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附
紹

介
の
た
め
同
窓
会
に
お
伺

い
さ
せ
て
く
だ
さ
い



　
町
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
社
会
等
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、「
増
毛
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
増
毛
町
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た

り
、　

才
以
上
の
町
民
を
無
作

１８

為
に
抽
出
し
「
人
口
減
少
対
策

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
面
倒
で
も
ご
回
答
い
た
だ
き

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
票
送
付
時
期

　
　
　
　
　
７
月
上
旬

■
ア
ン
ケ
ー
ト
票
返
送
締
切

　
　
　
　
　
７
月
末
（
予
定
）

 
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
０
）

　
平
成
　
年
　
月
に
「
空
家
等

２６

１１

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
成
立
し
、
本
年
５
月

　
日
よ
り
完
全
施
行
さ
れ
ま
し

２６た
。
こ
の
法
律
第
　
条
に
は

１３

「
市
町
村
は
、
空
家
等
及
び
空

家
等
の
跡
地
に
関
す
る
情
報
の

提
供
そ
の
他
こ
れ
ら
の
活
用
の

た
め
に
必
要
な
対
策
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
増
毛
町
で
は
空
き
家
、
空
き

地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
移
住
や
定
住
の
促
進
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制

度
」
を
実
施
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
空
き
家
・
空
き
地

を
求
め
て
い
る
方
に
情
報
を
発

信
し
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
空
き
家
・
空
き
地
を
所
有
、

管
理
し
て
い
る
方
で
、
こ
の
制

度
に
登
録
し
て
い
な
い
物
件
が

あ
り
ま
し
た
ら
役
場
企
画
財
政

課
企
画
係
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
０
）

　
増
毛
町
観
光
港
ま
つ
り
の
花

火
大
会
を
７
月
　
日（
土
）に
開

２５

催
し
ま
す
。

　
花
火
大
会
等
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
町
内
外
の
事
業
所

等
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
個
人
寄
附
に
つ
い
て
も

受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
金
額
は
１
埀
０
０
０
円
以
上

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
７
月
　１３

日（
月
）ま
で
受
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
寄
附
の
お
申
込
・
問
合
せ
先

　
観
光
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　（
役
場
商
工
観
光
課
内

　
　
電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２
）

■
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～

２６

　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

２７

３１

■
開
示
状
況

〈
増
毛
町
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
実
施
状
況
〉

・
請
求
受
理
件
数
　
２
件

・
不
服
申
立
件
数
　
０
件

〈
増
毛
町
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
く
実
施
状
況
〉

・
請
求
受
理
件
数
　
０
件

・
不
服
申
立
件
数
　
０
件

 
総
務
課
・
情
報
管
理
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
６
６
）

　
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の

内
容
を
審
査
す
る
制
度
が
「
北

海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で

す
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

「
苦
情
審
査
委
員
」
が
中
立
的

な
立
場
で
、
道
の
機
関
に
対
し
、

必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に

不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。
審
査
結

果
ま
で
は
、
お
よ
そ
２
ヶ
月
で

す
。
　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
わ

る
苦
情
で
あ
れ
ば
、「
苦
情
審

査
委
員
」
に
申
立
て
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の

保
護
に
も
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。

①
苦
情
申
立
の
窓
口
は
、
道
庁

の
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」

か
各
総
合
振
興
局（
振
興
局
）

の
「
道
政
相
談
室
」。

②
苦
情
申
立
書
の
付
い
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
立

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

苦
情
申
立
に
つ
い
て
は
こ
ち

ら
④
申
立
て
方
法
は
、「
苦
情
申

立
書
」
に
苦
情
等
を
記
載
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
。

⑤
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
〒
０
６
０
倆
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６

丁
目

電
話
０
１
１
倆
２
０
４
倆
５

５
２
３
（
内
線
２
１
倆
７
０

６
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
倆
２
４
１
倆

８
１
８
１

　
メ
ー
ル

ま
た
は
各
総
合
振
興
局
（
振

興
局
）
地
域
政
策
部
道
政
相

談
室
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暮 報情のしら

人
口
減
少
対
策
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

空
き
家
・
空
き
地
の
情
報

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

観
光
港
ま
つ
り
へ
の
一

般
個
人
寄
附
の
お
願
い

平
成
　
年
度
増
毛
町
情

２６

報
公
開
条
例
な
ど
の
運

用
に
つ
い
て

知
っ
て
ま
す
か
？
道
の

「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

　
　
　
 ｋ
ｕ
ｊｙ
ｏ
ｕ
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ｕ
ｅ
ｋ
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＠
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留
萌
保
健
所
で
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
を
考
え
る
家
族
の

集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
集
い
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
や
そ
の
疑
い
の
た
め
に

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
ご

家
族
や
身
近
な
方
が
集
ま
り
、

語
り
合
う
こ
と
で
気
持
ち
が
楽

に
な
れ
る
場
で
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
予

め
、
連
絡
願
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
７
月
　
日（
水
）

２９

　
　
月
　
日（
月
）

１０

２６

　
ど
ち
ら
も
　
時
か
ら

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
時
ま
で

１５

■
開
催
場
所
　
留
萌
保
健
所

■
対
象
者

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る

方
の
家
族
・
身
近
な
方

■
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
留
萌
振
興
局
・
健
康
推
進
課

　（
電
話
 ４
２
倆
８
３
２
７
）

　
７
月
　
日（
土
）～
８
月
　
日

２５

１９

（
水
）ま
で
各
小
中
学
校
の
夏
休

み
に
伴
い
、
営
業
時
間
を
変
更

し
ま
す
。
通
常
、
平
日
は
　
時
１４

　
分
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
い

００ま
す
が
、
夏
休
み
期
間
中
は
平

日
・
土
日
祝
日
と
も
に
　
時
　

１０

００

分
か
ら
営
業
し
ま
す
。
な
お
、

８
月
　
日（
木
）か
ら
は
通
常
営

２０

業
に
戻
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
・
地
域
学
習
課

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
集
ま
れ
！
小
学
生
！
み
ん
な

で
自
由
に
絵
を
描
こ
う
！

■
対
象

　
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

■
開
催
日
時

　
・
８
月
４
日（
火
）

　
個
人
で
絵
を
描
き
ま
す
！

　
・
８
月
５
日（
水
）

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
一

枚
の
大
き
な
絵
を
描
き
ま
す
！

※
各
日
９
時
　
分
～
　
時

３０

１５

■
講
師

　
山
崎
美
保
先
生
（
ノ
イ
ア
ル
ト
）

■
開
催
場
所
　
元
陣
屋

■
参
加
料
　
　
無
料

■
定
員
　
　
　
名
３０

■
申
込
締
切
　
７
月
　
日（
月
）

２０

・
保
護
者
の
方
も
付
き
添
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
い
ず
れ
か
一
日
だ
け
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

　
当
日
の
持
ち
物
、
詳
細
に
つ

い
て
は
以
下
の
連
絡
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛
児
童
作

品
展
実
行
委
員
会
（
担
当
：
工

藤
則
子
 電
話
 ５
３
倆
２
９
７

７
）

　
増
毛
町
内
に
は
町
の
歴
史
を

物
語
る
た
く
さ
ん
の
史
跡
や
石

碑
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
数
々

の
史
跡
か
ら
、
町
の
辿
っ
た
歴

史
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

■
開
催
期
間

　
８
月
１
日（
土
）～
　
日（
水
）

１９

■
開
催
場
所

　
元
陣
屋
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

　
絵
本
作
家
あ
べ
弘
士
さ
ん
に

よ

り

ま

す
、
絵

本

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
を
元
陣
屋
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
自
身
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
お
申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
開
催
日
時

　
７
月
　
日（
土
）　
時
　
分
～

１１

１３

３０

■
開
催
場
所

　
元
陣
屋
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

暮 報情のしら

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
考

え
る
家
族
の
つ
ど
い

温
水
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

ま
し
け
こ
ど
も

絵
画
教
室

元
陣
屋
特
別
展
「
史
跡

に
見
る
歴
史
の
息
吹
」

あ
べ
弘
士
の
絵
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　島の小学校に転校した「ぼく」
のクラスには自閉症のやっくんが
いた。言葉でわかりあえなくても、
心はわかりあえる。障害の有無を
こえて共に育ち、共に生きる。
第２０回絵本大賞受賞作品。

ふしぎなともだち たじま　ゆきひこ 著日本レクリエーション協会 著

　キャンプ地で楽しく遊べる野外
ゲーム集。子供の目がイキイキして
くるアイディアがいっぱい。フィー
ルド遊びからクラフト遊びまで７２
ゲーム収録。アウトドアの遊びを分
かりやすく紹介しています。

キャンプで使える
　アウトドアゲーム集

たけうち内科
循環器内科医院

日曜当番医

（高砂町３

電話 42－8820）

【７月１２日】

（留萌市）
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８
月
に
家
庭
の
周
り
か
ら
出
る「
草
」を
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
排
出
は
、
有
料
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
草
の
出
し
方
】

・
中
が
透
け
て
見
え
る
ポ
リ
袋
や
レ
ジ

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
日
以
外
に
出
す
場
合
は
、
不
燃
系

埋
立
ご
み
と
な
り
ま
す
。

・
使
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
横
に
、
午
前
９
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
草
の
特
別
収
集
日
】

■
問
合
せ
先

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合
（
電
話
 ４
３
倆
２
５
５
５
、
４
３
倆
２

５
８
８
）

・
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

収
集
日

８
月
３
日

（
月
曜
日
）

８
月
　
日
１０

（
月
曜
日
）

収

集

地

区

阿
分
、
信
砂
、
舎
熊
、
箸
別
、
湯
の
沢

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
～
　
、
２
０
０
』

５４

中
歌
、
港
町
、
見
晴
町
、
市
街
地
区

（
海
岸
通
線
か
ら
３
丁
目
通
線
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
　
～
１
０
６
、
２
０
３
』

５５

市
街
地
区
（
４
丁
目
通
線
か
ら
暑
寒
沢
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
０
７
～
１
６
６
、
２
０
１
』

別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
６
７
～
１
９
９
』

草
（
８
月
）
の
特
別
収
集
に
つ
い
て

［問い合わせ］　

役場町民課町民環境係

電話 53－1112

　５月２９日夕方、阿分第二バス停の待合室において、段ボール箱に入れられた５匹の子猫を保護

しました。生後数日もしくは数週間の状態で、段ボール箱の中には一緒にわずかばかりのキャッ

トフードが入っており、あきらかに捨て猫と分かる様な状態で遺棄されていました。

　この様な子猫の遺棄は、町内でも数年続いており、いずれもバス停待合室に遺棄されておりま

した。

　人間の身勝手で無責任な行動により犠牲になる命を少しでも減らすため、責任を持って生涯面

倒をみる覚悟で飼うようにしましょう。また必要であれば不妊・去勢などの処置を行うなど、飼

い主の責任をしっかりと果たしましょう。

　野良猫などへの無責任なえさやりは、野良猫を繁殖させる原因となり、

ねこの糞尿により地域住人に迷惑がかかるだけでなく、ねこの道路への

飛び出しなどによる交通事故等にもつながる恐れがあります。また、え

さの食べ残しがあると、キツネやカラスのえさにもなりハエやその他害

虫が発生する原因にもなります。さらには、野良猫は野生のキツネなど

と接触している可能性もあり、病気や寄生虫などを持っている場合もあ

ります。

　人間の「かわいそうだから」というエゴによって、餌付けされ生まれ

た仔ねこたちは数ヶ月でそのほとんどが死にます。一頭生かして、その

陰でたくさんのねこを死に追いやっているのです。

　もし野良猫の飢えをしのいであげたいと思うのであれば、飼い猫とし

て迎え入れ、飼い主としての責任を果たした上でえさをやり、大切にし

てあげましょう。

犬や猫などの愛護動物の遺棄は
１ ００ 万円以下の罰金に処される犯罪です

（動物の愛護及び管理に関する法律　第４４条第３項）

野良猫などへの無責任なえさやりは迷惑です
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あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地
域
ま
で
、

弁
護
士
が
出
張
し
ま
す
。

［
相
談
日
時
］

　
９
月
　
日（
木
）

２４

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

００

１６

００

　（
　
分
×
６
枠
分
）

３０

※
相
談
は
、
前
日
ま
で
の
事
前
予
約

制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
先

着
順
）。

［
相
談
場
所
］　
文
化
セ
ン
タ
ー

［
相
談
料
］　
無
料

［
相
談
担
当
者
］

旭
川
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
弁
護

士

［
相
談
内
容
］

債
務
整
理
、
離
婚
・
相
続
、
民
事

事
件
、
刑
事
事
件
な
ど
、
幅
広
い

相
談
に
対
応
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
日
頃
の
悩
み
に
つ
い
て
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
事
前
予
約
・
問
合
せ
先
］

　
旭
川
弁
護
士
会

　（
電
話
 ０
１
６
６
倆
５
１
倆
９
５

２
７
）

　
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル

に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
日
本
年
金
機
構
が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
一
部
が
外

部
に
流
出
し
た
こ
と
が
５
月
　
日
に
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
６
月
４
日
時
点
に

２８

お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
約
１
２
５
万
件
で
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
を
変
更
す
る
な
ど
の
対
処
が
な
さ
れ
る
方
針
で

す
。

　
　
●
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
基
礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関
す
る
連
絡
は
、
後
日
、
文
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　　
　
●
日
本
年
金
機
構
が
皆
さ
ま
に
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
　
●
日
本
年
金
機
構
が
皆
さ
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　　
　
●
皆
さ
ま
の
個
人
情
報
（
家
族
構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金
機
構
や
機
構
の
職
員
な
ど
を

名
乗
り
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
場
合
は
、
次
の
問
合
せ
先
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　
　
日
本
年
金
機
構
　
専
用
電
話
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
２
０
倆
８
１
倆
８
２
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
受
付
時
間
８
時
　
分
～
　
時
　
分
）

３０

２１

００

マ
ー
シ
ー
の
年
金
相
談
（
番
外
編
）

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
と
し
た
供
振
り
込
め
詐
欺
や
僑

供
個
人
情
報
の
詐
取
僑
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

こ
の
度
の
年
金
情
報
流
出
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
以
下
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

弁
護
士
に
よ
る
出
張
無
料
法
律
相
談
会

【平成２７年】

羽幌町　　７月２２日（水）　中央公民館

増毛町　　９月２４日（木）　文化センター

苫前町　　１０月２８日（水）　公民館

初山別村　１１月２５日（水）
　　　　　　　　　　自然交流センター

小平町　　１２月２２日（火）
　　　　　　　　　　文化交流センター

【平成２８年】

羽幌町　　１月２７日（水）　中央公民館

増毛町　　２月２４日（水）　文化センター

苫前町　　３月２３日（水）　福祉センター

※お住まいの市町村以外でも上記で開催

される相談会に申込いただくことが可

能です。

無料法律相談会日程表



広報ましけ 2 0 1 5．0721

■
実
施
期
間

７
月
　
日（
土
）～
７
月
　
日

１１

２０

（
月
）の
　
日
間

１０

■
実
施
の
重
点

茨
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

芋
飲
酒
運
転
、
居
眠
り
な
ど
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
型
の
交
通
事

故
防
止

鰯
自
転
車
・
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止

允
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用

■
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

・
暑
さ
や
疲
れ
に
よ
る
集
中
力

の
低
下
に
十
分
注
意
し
て
、

眠
気
を
感
じ
た
ら
早
め
に
休

憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無

理
な
追
越
し
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
行
楽
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

事
前
に
渋
滞
な
ど
の
交
通
情

報
を
確
保
し
て
余
裕
の
あ
る

運
転
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

 
北
海
道
警
察
本
部
交
通
企
画

課
（
電
話
０
１
１
倆
２
５
１

倆
０
１
１
０
）

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

　
夏
の
夜
を
色
鮮
や
か
に
彩
る
花
火
は
、
子
供
た
ち
の
心
を
捕
え
、

ひ
と
夏
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
取
扱
い
を
誤
る
と
自
分
や
相
手
に
や
け
ど
を
負
わ
せ
、

建
物
な
ど
に
火
が
燃
え
移
る
こ
と
で
火
事
に
繋
が
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　
花
火
で
遊
ぶ
際
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
す
る
前
に

・
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
必
ず
大
人
と
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
近
く
に
家
や
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安

全
な
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
す
る
と
き
は

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
事
項
を
読
ん
で

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
着
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
に
花
火
を
向
け
た
り
、
振
り
回
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
使
い
終
わ
っ
た
花
火
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
後
片
付
け
を
す
る
と
き
は

・
使
い
終
わ
っ
た
花
火
を
ご
み
袋
な
ど
に
入
れ
る
前
に
、
火
が
消

え
て
い
る
か
も
う
一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
残
っ
た
花
火
は
、
高
温
に
な
る
場
所
を
避
け
、
近
く
に
火
気
の

な
い
涼
し
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

 
増
毛
町
消
防
本
部
・
予
防
課
（
電
話
 ５
３
倆
２
１
７
５
）

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

■
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
！

　
６
月
６
日
夜
、
砂
川
市
の
国

道
交
差
点
に
お
い
て
、
乗
用
車

と
軽
ワ
ゴ
ン
車
が
衝
突
す
る
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
事
故
で
軽
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ

て
い
た
３
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
軽
ワ
ゴ
ン
車
か
ら
車
外

に
投
げ
出
さ
れ
、
後
続
車
に
ひ

き
ず
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
１
名

の
遺
体
も
事
故
現
場
か
ら
約
８

０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
事
故
原
因
は
乗
用
車
側
の
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
信
号
無

視
、
そ
し
て
飲
酒
運
転
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
で
悲
し
い

事
故
を
二
度
と
出
さ
な
い
た
め

に
も
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

　
　
　
　
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
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■題材：増毛町内で撮影した写真で、増毛町の魅力が表現されている作品。

■応募資格：増毛町民の方（プロ・アマ問いません。スマートフォンや携帯

電話タブレット端末で撮影した写真でも構いません。）

■応募点数：一人２点まで応募可能とします。

■応募期間：平成２７年７月６日（月）～平成２７年９月１７日（木）

■入賞：最優秀賞１点（３万円相当の賞品）　入選６点（５千円相当の賞品）

　　　　優秀賞２点（１万円相当の賞品）　　特別賞数点（内容未定）

　　　　※入選作品は広報１０月号、増毛町ホームページ等で発表いたします。

■応募上の注意：

○応募作品は応募者本人が撮影したもので、他のコンテストで未発表のもの

とします。

○肖像権や著作権については、応募者の責任において了解が得られたものと

し、肖像権の侵害などの責任は負いません。

○応募作品の著作権は町に帰属し、広報をはじめ各種ＰＲ媒体に使用させて

いただく場合がございます。

○応募者氏名については公表されますので、あらかじめご了承ください。

○作品応募時に登録いただく個人情報については、応募者へのご連絡のみ使

用し、第三者に開示・提供いたしません。

～応募方法～

〈メールで応募の場合〉

本文に氏名・住所・電話番号・

撮影場所・作品について一言を

記載し、作品をメールに添付し

て提出してください。

〈直接応募の場合〉

写真のデータをＣＤ・ＤＶＤに

コピーし、事務局に直接提出し

てください。

 ※ＪＰＥＧ形式、２ＭＢ以内

 ※プリントした写真は受付不可。

～応募・問合せ先～

増毛町内フォトコンテスト事務局

（増毛町役場 町民課 町民環境係内）

　TEL ０１６４崖５３崖１１１２

　yamamoto.takuya

　　 @town.mashike.hokkaido.jp

作 品 募 集 中

増毛町
内
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６月末
人口と世帯

（－４）人4,732人口

（－２）人2,174　男

（－２）人2,558　女

（－５）世帯2,400世帯

（　）は前月との増減

６月３０日届出分まで

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

町税の納期について

■問 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第１期）

7月31日（ 金 ） 

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
大
西
美
紀
夫
さ
ん
（
暑
寒
町
１
）
　
　
区
自
治
会
へ

２７

・
秋
元
　
賢
治
さ
ん
（
箸
別
湯
の
沢
）
　
区
自
治
会
へ

１７

・
加
藤
　
雅
喜
さ
ん
（
留
萌
市
）
　
　
　
区
自
治
会
へ

１１

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
蝦
名
万
紀
子
さ
ん
（
箸
別
）

・
秋
元
　
賢
治
さ
ん
（
箸
別
湯
の
沢
）

【
８
月
号
へ
の
掲
載
希
望
　
７
月
　
日（
金
）ま
で
】

１７

 ■問 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

　北海道は全国的に見て、喫煙率が高い地域であることをご存じでしょうか？　男性は

全国３位、女性は全国１位となっており、特に女性の喫煙率が高い結果がでています。

　協会けんぽ北海道支部では禁煙啓発動画や禁煙口座のご案内をしております。ぜひご

覧下さい！

 （お問合せ）全国健康保険協会北海道支部　 電話０１１－７２６－０３５２（代表）

協会け ん ぽ北海道支部からのお知ら せです

増毛町公式

※プロフィール写真が町章のページです。

ページ はじめまし た ！

フェイスブック内検索で「増毛町」を

検索して、いいね！を押そう ！
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

昌２２●広報ましけ７月号発行捷６
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２３●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００

　市街診療所
●こころの健康相談 １５：００～１７：００ 留萌保健所

昇７

粗大ごみ申込受付最終日

晶２４●総合健診（個別通知）旭川がん検診センター昌８
●第５８回増毛町観光港まつり
　鴨海難死没者慰霊祭 ９：３０～ 漁村センター
　鴨漁協青年部大漁ビアパーティー １７：００～ 増毛港
　鴨花火大会 １９：４５～ 増毛港

松２５●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭９
●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋
●第５８回増毛町観光港まつり
　鴨サマーフェスティバル １７：００～ 畠中３丁目通り

掌２６晶１ ０
●介護予防教室（①１０：００～１２：００、②１３：３０～１５：３０）
　健康一番館捷２７●１歳６ヶ月児・３歳児健診（個別通知）健康一番館

●あべ弘士の絵本ワークショップ １３：３０～ 元陣屋松１ １
●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００ 文化センター
●二種混合予防接種 １３：３０～１４：００ 市街診療所昇２８●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌１ ２
●親子遊びの広場（水遊び）９：３０～１１：００
　あっぷる保育所
●アルコール問題を考える家族のつどい
　１４：００～１５：００ 留萌保健所

昌２９捷１ ３
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭３０昇１ ４

晶３１昌１ ５
●元陣屋特別展「史跡に見る歴史の息吹」
　～１９日　元陣屋松１●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館

●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００ 健康一番館昭１ ６
掌２●なかよしクラブ １０：００～１１：３０ 町内果樹園晶１ ７
捷３松１ ８

●二種混合予防接種 １３：３０～１４：００ 市街診療所
●ましけこども絵画教室 ９：３０～１５：００ 元陣屋昇４掌１ ９
●ましけこども絵画教室 ９：３０～１５：００ 元陣屋
●広報ましけ８月号発行昌５˓ॕ 海の日

　
捷２０

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭６●ＢＣＧ・麻疹風疹予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所昇２１

７

８

　生　

　生　  粗 大 

　生　 　木　

 ペット   プ ラ 

　生　  金属・危険 

 不 燃   か・び 

 可 燃   資源１ 　生　

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　

 可 燃 

 可 燃 　生　  資源２ 

 ペット   プ ラ 

 ペット   プ ラ  不 燃   か・び 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

　生　

　生　

 可 燃   資源１ 

 可 燃 

 ペット   プ ラ 




